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皿．はじめに   

近年、企業内基幹系システムや大規模Webサイト実現にお  

けるサーバ構築基盤として‥丁2EE（Java2Platfbrm，Enterprise  

Edi†．ion）【1］に代表される分散オブジェクト技術が注目され  

ており、標準・実用化が進められている。   

その背景には、同技術の本質的一側面である「ネットワー  

ク透過なオブジェクト相互接続・実行環境」を導入するこ  

とでソフトウェアの部品化・再利用を促進し、開発工期短  

縮や運用時のメンテナンス性を確保するねらいがある。   

しかしながら上述のメリット実現のみならず、性能面をは  

じめとするシステム品質確保のためには、システム分析・設  

計といった開発上流工程の段階から考慮すべき課題が多い。   

特に性能面に着目した場合、分散オブジェクト環境上で  

のアプリケーション処理はネットワーク上に分散配置され  

ているサブシステム上のオブジェクトの相互作用により構  

成されるため、分析・設計工程でのオブジェクト抽出・定  

義作菜がシステム稼動彼のネットワークトラフィックやシ  

ステム全体の牲能に大きく影督する。   

一方で最近では、勘定系など従来より開発・メンテナン  

スされてきたシステム（Legacy）の機能を新規開発システム  

の一部として取り込み、より高度なサービスとして提供す  

る「統合サービス」への要求が高まっている。その実現の  

ためには分散オブジェクト環境とLegacy間での相互は続・  

機能連携が必然となるが、両者ではデータ表現形式や通信  

プロトコル、■また応答時間分布などのトラフィック特性が大  

き＜異なるため上流工程段階からのボトルネック特定・性  

能見穏といった品質確保のアプローチがより不可欠となる。   

これまで、同様の問題意識にて主にHTTPサーバを対象  

とした性能評価モデルの研究報告がなされているl2】。   

本研究ではこれら既存研究を参考としながら、分散オブ  

ジェクトとしての特質ならびにボトルネック要因を率んだ  

Lcgacy連携に倖点をあてたモデルベースの性能評価アプ  

ローチ確立を目標とする。  

2．研究のアプローチ   

以下のアプローチにてモデル構築と精度向上を進める。   

1．論理モデルの構築  

標準仕様に基づき、分散オブジェクトシステムのサブ  

システム偶成ならびに処理案行時のオブジェクト間相  

互作用に着目した論理モデルを構築する。  
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図．1．論理モデル  

2．実機上でのAP実装と実測によるモデル検証  

実機上に評価用アプリケーションを実装し、複数の処  

理要求をサーバに対して同時に発行する「多重アクセ  

ス試験」と一連の処理要求をPoisson過程に従って発  

生させる「連続アクセス試験」を実施する。多重アク  

セス結果から得られる応答特性に基づき論理モデルの  

妥当性を検証し，分布に従った測定結果からは各サブ  

システム内処理遅延の分布を特定し、以後シミュレー  

ションモデル構築時の入力とする。  

3．シミュレーションによるシステム内挙動解析  

これまでで確定した論理モデルに基づきシミュレー  

ションモデルを構築する。同モデルの実行を通し、実  

機上では観測しきれない各サブシステム内の「オブ  

ジェクト活性化状況」や「処理待ち部における待ち行  

列艮分布」、「各オブジェクトの稼動率」などの確率的  

特性を把握する。  

4．解析モデルへの展開  

上記を通してモデルの静的・動的な特性を明らかにし  

た後に、待ち行列解析アプローチを中心とした理論モ  

デルに展開する。  

3．論理モデル概要   

3．1．論理モデル   

構築した分散オブジェクトシステムの論理モデルを図1  
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に、モデル構成要素の概要を以降の小節に示す。   

3．2．サブシステム構成   

分散オブジェクト環境上の各オブジェクトは、主にその  

処理種別やライフサイクル毎に、異なるサ∵バ内サブシス  

テムによって管理される。各サブシステムは独自の規律に  

従って管理対象オブジェクトへの処理割当てを制御する。   

システム案件により導入するサブシステムの種類・構成  

は様々であるが、今日のサーバ形態の主流である”HTTP  

ベースのClient／Scrver●●を実現する上では、下記のサブシ  

ステムが最低限の基本構成要素としてあげられる。   

a）Connect．ion制御   
・エンドユーザ側に位置するClielltとの‾F位レイヤ（一般に  

はTCP／IP）レベルでのコネクション確立を制御する。   

b）Main  
システムの前方に位置し、コネクション確立後にCIientか  

ら送信されてくるR叩IeSt（処理要求）に対する－・元的な窓  

口となる。受信レたRequestは複数のMeLhod（サブタス  
ク）に分割され、各MetIlOdの処理は後方に位置する複数  

のサブシステムに適宜委譲される。全てのMetIlO（lの処理  

終7後、Main処理部は各処埋結果を集約してClientへの  

Response（処理応答）を形成し、り0サブシステムに送出  
する。冒頭で述べたJ2EEをベースとする場合、本サブシ  

ステムはServlet技術により実現される。   

c）Legacy連携部  

システムサービスの「f一枝となる業務ロジックと同処理中か  

ら滴昔呼び旧されるl．pgacyシステム連捌幾構を提供する。  
特にI．p脚Cyシステム連携部は－・連のLegacy接続処理を内  
包するため、同処理を実装しているh′Ieth（）（1自作の挙動が、  

後述するLegacyシステムとしての特性を示す利こなる。  
本サブシステムは‥丁2EEでは主にEJB（EnterpriseJava  
Beans）技術により実現される。   

d）Ⅰ／0  

ネットワ⊥ク出力やDis叫0等の入出力機構を制御する。   

3．3．Legacyシステム   

独自インタフェースやアクセス方式など、Legacyシステ  

ムとしての特質・側面は様々な観点で存在するが、本研究  

では特に性能品質への影欝に着目し、下記の特性を示すサ  

ブシステムをLegacyの本質として捉える。   

● 相互接続時にプロトコル変換などのオーバヘッドが不可避  

であるため、他オブジェクトのMethod実行に比べて、そ  

の処理応答時間が大きい。   

● 既に独白のポリシーによってサービスを公開している性質  

上、一般にLegacy以後は異なるサービス体系（課金形態  
等）となり、アクセスそのものに制約が存在する。木研究  

では同時アクセス数制限として捉える。   

3．4．Metl10d実行形態   

一般に、あるMetI10d（A）の処軌虚程で更に別のMcthod（B）  

を起動する場合、h・1etho（l（B）の処理が終了し、・その応答を  

受け取るまで呼侶元のMe仙0（l（A）の処理をブロックする  

「同期型」■が一般的な処理形儲となる。この原則は分散オ  

ブジェクト間でのMetIln（1呼車用引こもあてはまるため、各  

Met－l10（1の依存関係と各々の応答特性により、サブシステム  

の状態が大きく変わる。  

4．実機評価   

4．1．評価項目・目的 

SinglcProⅢe評価  

システムに対して単一Clientからアクセスした鳩舎の基本  

処理性能を取得し、以後の評価結果との比較対象とする。   

多重アクセス評価  

、システムに対して複数Clientから同時にアクセスし、その  

応答特性から内部の処理待ち状況を推測することで．前述  

したサブシステム構成の妥当性を確認する。Client多重度  

の設定は、システムパラメータとして設定する各サブシス  

テム内オブジェクト数の上限値に基づく（図1中の〃ズ）。   

PoissoIlアクセス評価  

システムに対するアクセスを率入のPois50n過程に従って  

断続的に発生させ．システム内部の確率的挙動を把握する。  

なお、評価実施時の実機上の設定として、各サブシステム内処理  

待ち部（図1中のβズ）は十分に確保し、呼損は発生させないも  

のとする。また、今回の評価におけるLegacy部としてIま「アク  

セス制限を有し、処理費求を受けてから一定時間経過後に固定の  

応答を折り返す」擬似的な機構を導入した。   

4．2．評価指標   

Tllrn Around Tinle  

Clicnt側の計測項目であり、Client側からシステムに対し  

てRe－llleSt送出をはじめてからResponseを完全に受け取  

るまでの時間をあらわす。   

M鵬I10（1処理時間  

Server仰の計測項目。Client側からのReqlleStをうけて起  
動する、各サブシステム上のオブジェクトのMethod実行  

時間をあらわす。図1中のtズズのポイントにプログラム的  

に即時機構を埋め込む事で取得する。   

4．3．評価結果と考察   

評価結果詳細とその解釈ならびにシミュレーションへの  

展開については発表当日に述べる事とするが、基礎データ  

としてSingIeProfi1e評価からの「れ1rn Around Time」、  

rMetllOd処理時間」取得結果を以下に示す。（単一Client  

から一定間隔で3000回システムにアクセスして取得した各  

データを、バッチサイズ100とするパッチ平均法にて処理  

した）  

総平均  95！r憎■区間   

1＼】rIIAro11n（lTi【ne  2013．994   1．263   

h′Iaill（£12－£11）   2008．609   0．352   

Legac），（上22－f21）  2003．045   0．201   

表・1・SinglePro別c結果（単位‥［msec］）  
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